
　

現
在
、わ
が
国
で
は
、「
少
子・高
齢
化
」

が
急
速
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
。

　
「
少
子
・
高
齢
化
」
の
進
行
は
生
産
年

齢
人
口
や
労
働
人
口
の
減
少
に
よ
り
日

本
経
済
の
成
長
を
抑
制
し
、
国
際
競
争

力
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　

今
回
「
少
子
・
高
齢
化
」
の
現
況
を

探
り
、
生
産
年
齢
人
口
や
労
働
人
口
に

関
連
す
る
雇
用
問
題
に
触
れ
て
み
た
い
。

　

少
子
化
問
題
に
関
す
る
事
実
を
確
認

し
て
お
く
。

　

出
生
数
は
１
９
７
２
年
の
第
２
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
時
の
約
２
１
０
万
人
を
境

に
減
少
し
始
め
、１
９
８
４（
昭
和
59
）
年

に
は
１
５
０
万
人
を
割
り
込
み
、
１
９

９
１
（
平
成
３
）
年
以
降
は
増
加
と
減

少
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
緩
や
か
な
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。（
図
１
）

　

合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性
が
、

仮
に
そ
の
年
次
の
年
齢
別
出
生
率
で
一

生
の
間
に
子
ど
も
を
生
む
と
仮
定
し
た

と
き
の
子
ど
も
数
）
は
第
１
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
期
に
は
４
．
３
を
超
え
て
い
た
が

１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
１
．
58
の
頃
か

ら
問
題
視
さ
れ「
１
．
57
シ
ョ
ッ
ク
」と
言

わ
れ
た
。２
０
０
３（
平
成
15
）年
に
は「
超

少
子
化
国
」
水
準
の
１
．
３
を
下
回
り
、

さ
ら
に
、
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
に

過
去
最
低
の
１
．
26
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

（
合
計
特
殊
出
生
率
が
１
．
３
を
割
っ
た

国
を
、「
超
少
子
化
国
」
と
呼
ぶ
）

　

一
時
出
生
数
の
回
復
が
期
待
さ
れ
た

が
、
効
果
は
う
す
く
、
日
本
の
人
口
は

こ
の
先
60
年
ぐ
ら
い
連
続
で
低
下
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　

出
生
数
の
減
少
は
、
我
が
国
に
お
け

る
年
少
人
口
（
０
～
14
歳
）の
減
少
と
な

り
、
年
少
人
口
の
総
人
口
に
占
め
る
割

合
は
、
１
９
５
０
年
に
は
35
．４
％（
約
３
，

０
０
０
万
人
）と
、総
人
口
の
３
分
の
１
を

超
え
て
い
た
が
、そ
の
後
１
９
６
０
年
代

後
半
に
は
、
総
人
口
の
約
４
分
の
１
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
若
干
増
加
し
た
が
、

１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
再
び
減
少
し
、

１
９
９
７（
平
成
９
）
年
に
は
、
老
年
人

口
（
65
歳
以
上
）よ
り
も
少
な
く
な
っ
た
。

２
０
０
８
（
平
成
20
）年
の
年
少
人
口
は

１
，７
１
７
万
６
千
人
、
総
人
口
に
占
め

る
割
合
は
13
．
５
％
と
な
っ
た
。（
図
２
）

　

さ
ら
に
、
２
０
３
９
（
平
成
51
）
年

に
１
，
０
０
０
万
人
を
割
り
、
２
０
５
５

（
平
成
67
）
年
に
は
７
５
２
万
人
と
、
現

在
の
半
分
以
下
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
。

　

次
に
高
齢
化
問
題
で
あ
る
が
、

２
０
０
９（
平
成
21
）年
10
月
１
日
現
在
、

少
子
高
齢
化
と
雇
用
問
題

「
少
子
化
」
の
現
況

図１　出生数・出生率推移

図２　年齢別将来人口推移

「
高
齢
化
」
の
現
況
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65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、
過
去
最

高
の
２
，
９
０
１
万
人
と
な
り
、
総
人

口
に
占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）
も
22
．

７
％
（
前
年
22
．
１
％
）
と
な
っ
た
。
一

方
総
人
口
は
、１
億
２
，７
５
１
万
人
で
、

前
年
に
比
べ
て
約
18
万
人
の
減
少
と

な
っ
た
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
に
は
総
人
口

の
５
％
に
満
た
な
か
っ
た
が
、
１
９
７
０

（
45
）
年
に
７
％
を
超
え
（
国
連
の
報
告

書
に
お
い
て
「
高
齢
化
社
会
」
と
定
義

さ
れ
た
水
準
）、
さ
ら
に
、
平
成
６

（
１
９
９
４
）
年
に
は
そ
の
倍
化
水
準
で

あ
る
14
％
を
超
え
た
（「
高
齢
社
会
」
と

称
す
）。
そ
し
て
、
現
在
22
％
を
超
え
、

５
人
に
１
人
が
高
齢
者
、
10
人
に
１
人

が
75
歳
以
上
人
口
と
い
う
「
本
格
的
な

高
齢
社
会
」
と
な
っ
て
い
る
。（
図
２
）

　

将
来
推
計
で
み
る
と
、
我
が
国
の
総

人
口
は
、
今
後
、
長
期
の
人
口
減
少
過

程
に
入
り
、
２
０
２
５
（
平
成
37
）
年

に
人
口
１
億
２
，
０
０
０
万
人
を
下
回

り
、
２
０
４
６
（
58
）
年
に
は
１
億
人

を
割
っ
て
９
，
９
３
８
万
人
と
な
り
、

２
０
５
５
（
67
）
年
に
は
８
，
９
９
３
万

人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
。

　

高
齢
者
人
口
は
増
加
を
続
け
、

２
０
４
２
（
54
）
年
に
３
，
８
６
３
万
人

で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は
減
少
に

転
じ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

総
人
口
が
減
少
す
る
な
か
で
高
齢
者

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
高
齢
化
率
は

上
昇
を
続
け
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
に
は
25
．
２
％
で
４
人
に
１
人
と
な

り
、
２
０
３
５
（
47
）
年
に
33
．
７
％
で

３
人
に
１
人
と
な
る
。２
０
４
２（
54
）
年

以
降
は
高
齢
者
人
口
が
減
少
に
転
じ
て

も
高
齢
化
率
は
上
昇
を
続
け
、２
０
５
５

（
67
）
年
に
は
40
．
５
％
に
達
し
て
、
国

民
の
２
．
５
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
。

　

平
均
寿
命
は
、
２
０
０
８
（
平
成
20
）

年
現
在
、
男
性
79
．
29
年
、
女
性
86
．

05
年
で
あ
る
が
、
今
後
、
２
０
５
５

（
67
）
年
に
は
、
男
性
83
．
67
年
、
女
性

90
・
34
年
と
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　
「
少
子
化
」「
高
齢
化
」
の
現
況
で
み

た
よ
う
に
、
平
成
20
年
の
年
少
人
口
は

１
，
７
１
７
万
６
千
人
、
総
人
口
に
占

め
る
割
合
は
13
．
５
％
と
な
り
、
こ
れ

に
対
し
て
生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）

は
８
，
２
３
０
万
人
（
対
総
人
口
比
64
．

５
％
）、老
年
人
口
は
２
，
８
２
１
万
６
千

人
（
同
22
．
１
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

生
産
年
齢
人
口
は
、
２
０
０
９
年
の

８
，
１
６
４
万
人
か
ら
減
少
し
続
け
、

２
０
５
５
年
に
は
４
，
５
９
５
万
人
と
な

る
。
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、

２
０
０
９
年
の
64
．
１
％
か
ら
低
下
し

続
け
、
２
０
２
１
（
平
成
33
）
年
に
は

60
％
を
下
回
り
、
２
０
５
５
年
に
は
51
．

１
％
と
な
る
。

　

年
少
人
口
と
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

が
続
く
た
め
、
老
年
人
口
割
合
は
相
対

的
に
上
昇
し
続
け
る
こ
と
と
な
る
。�

　

２
０
０
９（
平
成
21
）年
の
労
働
力
人

口
は
６
，
６
１
７
万
人
で
、
前
年
と
比
べ

て
、
33
万
人
の
減
少
と
な
っ
た
。
65
歳

以
上
は
５
７
９
万
人
（
８
．
８
％
）
と
な

り
、
労
働
力
人
口
総
数
に
占
め
る
65
歳

以
上
の
比
率
は
、
１
９
８
０
（
昭
和
55
）

年
の
４
．９
％
か
ら
上
昇
を
続
け
て
い
る
。

　

２
０
１
７�

（
平
成
29
）
年
の
労
働
力

人
口
は
６
，
２
１
７
万
人
が
見
込
ま
れ
、

２
０
０
６
（
18
）
年
に
比
べ
４
４
０
万
人

減
少
し
、
労
働
力
人
口
総
数
に
占
め
る

65
歳
以
上
の
比
率
も
10
．
６
％
と
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。（
図
３
）

　

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
に

伴
い
、労
働
力
人
口
は
高
齢
化
し
な
が
ら

減
少
し
、
日
本
経
済
に
多
大
の
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
若
者
、
女
性
、

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の
働
く
意
欲
と

能
力
を
持
つ
す
べ
て
の
人
の
、労
働
市
場

へ
の
参
加
を
実
現
す
る
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
を
強
力
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

特
に
高
齢
者
雇
用
に
関
し
て
、
高
齢

者
の
高
い
就
業
意
欲
と
持
て
る
技
能
、

技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
有
効
活
用
し
、

高
齢
者
の
生
き
甲
斐
・
自
己
実
現
と
健

康
増
進
を
実
現
し
、
豊
か
な
高
齢
期
を

送
り
、
現
役
世
代
や
企
業
の
社
会
的
負

担
の
緩
和
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
を
企
業
、
高
齢
者
、
行
政
等
が
、

一
体
と
な
っ
て
真
剣
に
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。

（
資
料　

平
成
21
年
版
少
子
化
社
会
白

書
、
平
成
22
年
版
高
齢
社
会
白
書
他
）

（
中
小
企
業
診
断
士　

布
施
光
義
）

人
口
構
造
と
生
産
年
齢
人
口
の
変
化

高
齢
者
雇
用
は
必
須

図３　労働力人口推移
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